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クロトロン共鳴によるフォトンの吸収が n= 0 • n= 1 C n :ランダウ量子数)の選択則によって行なわ
れる前後で，散乱は次の 3 つに限定される。 (l)n= 0 • n = O(2)n= 1 • n = 1(3)n= 1 → n=O。最初
の 2 つの散乱はランダウ準位内散乱であり，最後の散乱はランダウ準位問散乱である。ランダウ準位間散
乱は異なった状態密度間の散乱で、あるから ランダウ準位内散乱防ベて，およそ， [もωc/εCkz) )を













乱の寄与は無視できなくなる。我々は初めて n= 1 → n=O ランダウ準位間散乱の寄与を取り入れて，音
響変形ポテンシャノレ散乱による線幅を数値的に計算し，乙の事を確かめた。さらに有効質量の異方性を考






て，より長距離型的である事を意味している，極性光学フォノン散乱に対しては11ωLO> 色ωc> kBT 
(色ωLO: LO フォノンエネルギー，主ωc; サイクロトロン有効エネルギー， T; 温度)の条件のもとで












キャリヤーによる電子の散乱を見る。用いた物質は単体半導体の Ge と Si 皿 -v族半導体の GaAs と








に大差があり，前者の方が 1 桁以上大きい。 4) キャリヤーによる散乱は，定性的にはイオン化不純物散
乱と同様に取扱える。一一一等である。
量子極限におけるサイクロトロン共鳴線幅の問題は，半導体物理学における基本的主題のひとつである。
しかし理論・実験ともに，乙れまでは断片的であり，結果も相矛盾するなど，一貫性に欠けていた。小
堀君の仕事は，実験面でこれを見事に整理し，説得力のあるデータを，定量的かっ系統的にまとめた。乙
れらのデータは，今後決定版に近いものとして位置づけられよう。また既成諸理論の交通整理と，一部不
備を指適するなど，理論家にとっても啓発されると乙ろ大なるものがあった。よって小堀君の仕事は，理
学博士の学位論文として，十分価値あるものと認める。
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